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一
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
一
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投
票
率
七
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;有
ム業

ち言
増金
回 初主

信 7きる

雄る
氏

附
叫
蹴
寓
制
別
組
慨
に
よ
h

ソ
仇
税
務
会
織
機
筋
一

に
お
い
て
隊
機
さ
れ
、
会
淡
を

初
め
つ
ダ
の
仇
伐
鴎
円
安
油
供
め
費
し

た。会

後

機

関

副

総

数

綴
務
代
珊
明
者
刷
版
辺
川
γ
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H
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紙
一
郎

偶
蹄
談
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会
議
員
松
谷
好
治
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『
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去
る
六
万
ぬ
一
段
午
前
℃
協
吋
か

ら
十
ケ
一
げ
の
役
然
続
マ
一
資
に

附
附
糾
問
さ
れ
た
今
川
滅
的
問
料
繊
同
間
期
関
検

出

w
校
側
削
山
弘
、
職
制
緩
糊
鮒
主
浦
山
部
人
数

の
た
め
出
向
泌
が
お
や
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
お
絞
殺
私
的
批
の
間
抑
協
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よ
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仙
附
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〈
協
和
利
一
一
…
十

相
小
中
M

月
八
日
〉
約
六
%
も
伎
は
る

か
に
上
納
品
火
山
開
%
の
投
臨
機
感

合
あ
げ
る
棋
が
で
き
ま
し
た
。

4
叫
に
名
投
凶
知
燃
の
投
開
常
位
和
擦

な
お
紛
ら
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~
じ
ま
ナ
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今
年
ほ
二
十
五
棟
建
一
設

住
み
よ
く
を
る
一
一
種
住
宅

国
の
仲
院
小
市
政
策
の
一
機
と
し
十
二
棟
、
一
昨
年
変
分
十
七
擦

で
、
本
町
で
も
本
年
媛
建
設
予
と
併
せ
て
六
十
的
問
擦
の
之
八
開
開

港
の
公
制
的
性
宅
二
十
支
燃
や
-
4
2

摘
と
な
h

ツ
ま
す
e

今
年
度
分
第

一
月
入
呂
町
九
官
民
総
主
し
て
、
計
二
露
命
令
時
弘
、
入
居
議
の
僚
を

謂
聞
が
滋
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
車
内
、
へ
、
災
呂
田
鳴
が
腕
錦
町
村
附
さ
れ
て

用
地
絵
、
旅
匁
議
設
し
ま
し
'
た
お
り
ま
?
の
で
、
入
隊
さ
れ
て

災
孫
子
中
学
校
線
小
謡
館
地
を
か
ら
閣
時
呂
場
の
心
配
は
併
貯
は
併
話

予
定
、
総
…
務
住
宅
十
州
問
、
総
れ
家
お
に
住
み
よ
い
然
宅
が
建

コ
滋
住
宅
十
蕊
地
球
が
建
設
さ
れ
殺
さ
れ
ま
す
。
入
鐙
希
銀
本
鳴
り

る
こ
と
に
な
っ
、
除
匁
綬
分
二
ど
州
問
終
を
綴
い
ま
す
s

お
中
流
の
臨
時
季
で
す

ミ
ヱ
や
外
織
や
図
柄
欄

含
捨
て
ま
し
ょ
う

ム
ザ
悶
凡
、
来
月
は
お
や
一
兆
の
持

一
挙
で
す
。
そ
こ
で
}
昔
話
回
;
:

…
、
心
の
こ
も
つ
れ
九
附
附
り
絡
は
畑
丸

一
悼
討
の
良
い
も
の
で
す
。
け
・
れ
ど

一
も
、
物
を
あ
げ
る
こ
と
が
礼
後

一
と
考
え
る
の
は
ち
ょ
っ
と
お
り

一
ま
す
。
よ
そ
の
脚
部
を
時
開
門
す
る

?
と
き
に
手
み
や
げ
な
将
た
な
く

一
て
は
行
け
な
い
主
か
、
お
単
一
沌

一'h
仰
い
滋
る
こ
主
は
、
必
ず
し
も
良

一
い
際
的
謝
料
主
は
い
え
な
い
と
思
い

一
ま
す
e

必
裏
付
以
上
に
お
金
安
か

一
山
り
た
闘
争
も
の
は
、
ミ

zhγ
外

…
四
聞
と
っ
た
が
る
も
の
で
し
ょ
う

一
あ
げ
る
方
も
、
受
け
る
方
も
、

一
お
玄
い
仰
い
級
審
品
を
あ
ら
わ
ず
も

…
の
だ
け
に
し
た
い
も
の
で
す
。

行
幽

-EEi、，
z
i、，
Z
J
i
l
i
d

-
-
s
 

民
一
…
待
問
閥
会
廷
し
く
一

E
:
 

同

一

山

守
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ょ
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1
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r
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t
-
-し

J
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…
入
管
緩
や
務
拙
例
会
や
座
談
会
な

が
一
ど
mv
と
智
に
、
き
め
ら
れ
た
時

制
…
燃
に
出
か
け
て
も
、
一
夜
、
も
人
が

昭
一
盤
強
っ
て
い
な
い
と
い
ラ
と
と
が

一
よ
く
あ
れ
ツ
ま
す
。
ど
う
#
即
時
間
附

〉
一
ぴ
っ
た
与
に
は
仏
側
京
一
り
つ
と
な

俗
、
一
い
か
ら
と
、
み
ん
な
が
少
し
づ

明
暗
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
が

こ
れ
で
は
吟
紛
争
)
録
件
杭
閉
山
す
る

と
と
に
な
号
ま
ず
。
除
問
を
税
制

淡
に
す
る
ば
か
れ
ツ
で
な
く
、
日
↑

〈
米
て
い
る
人
伊
山
中
作
常
な
議
神
的

を
か
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
よ

〈
子
供
連
叫
が
組
制
し
を
し
て
い
る

の
な
き
い
て
い
ま
す
左
、
「
大
人

の
人
は
袴
闘
を
守
ら
な
い
ね
。
」

と
い
う
言
葉
を
開
き
ま
す
。
子

供
に
ま
で
と
の
よ
う
な
こ

k
を

い
わ
れ
な
い
よ
ラ
に
努
力
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
こ

で
安
さ
ん

明
感
分
前
哨
描
識
を
や
っ
て
み
よ
う

で
は
あ
与
ま
せ
ん
か
。

出
国
さ
ん
が
、
き
め
ら
れ
た
怜

聞
の
双
分
前
に
祭
ま
っ
て
い
れ

ば
会
議
で
も
終
仲
間
会
で
も
、
き
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ご
み
絞
り
に
つ
い
て
は
、
朝
刊

十
怯
皆
さ
ま
の
ど
協
力
に
よ
り
ま

し
て
事
也
市
の
漆
絞
殺
附
闘
っ
て
お

9
ま
す
が
、
新
し
く
C
み
塚
。

令
制
判
出
掛
な
寄
れ
る
向
き
に
あ
れ
ツ

ま
し
で
は
、
品
弘
常
常
設
の
住
所
、

災
名
b
z
何
時
捕
時
制
開
ま
た
は
支
部
叫
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
回
闘

い
い
た
し
ま
寸
と
と
も
に
、
拡
盟

カ
ぬ
の
ご
み
政
り
議
を
ど
利
尽

く
だ
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
緩
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
取
り
券
時
弘
、
昨
間

近
の
た
ば
こ
を
小
海
底
に
で
一
枚

十
附
什
で
相
拡
充
い
た
し
て
お

9
ま

す
。
ハ
削
除
怖
降
線
)

r
E
、

後

保

持

六
、
内
yw
鴻
嶋
欄
州
地
況
の
裳
瑚
明

-
讃
総
数
郊
の
惜
担
保

2

交
逐
騒
音
の
紬
問
止

わ
か
h

ソ
き
っ
た
と
主
で
す
が
、

み
な
さ
ん
以
た
の
こ
k
を
つ
ね

に
令
市
て
〈
だ
さ
い
。
ぉ
開
閉
い

い
た
し
ま
す
。

予
防
接
輔
舗
に
つ
い
て

i
l制
精
彩
一
一
一
十
年
で
月

日
よ
ち
同
門
部
十
一
一
月
三
十

一
お
ま
で
に
生
れ
た
審

紛
追
加
免
後
i
l知
朝
間
同
免
後

会
終
り
た
温
帯
で
六
十
才
ま

で
の
期
制
世
穴
施
日
割
問

今
月
は
国
民
館
東
保
論
税

i

一
一
期
分
の
納
め
月
i

浅
町
の
附
隣
組
内
縫
康
伺
探
検
の
w
躍
で
に
は
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

つ
き
ま
し
て
は
、
発
足
以
す
よ
う
お
綴
い
申
上
回
り
ま
す
。

保
険
制
杭
の
令
骨
髄
、
伯
郡
付
場
一
双
等

に
つ
い
て
は
次
m
v
k
お
ち
で
ご

ぢ
い
ま
す
。

。
品
開
放
務
の
令
繋
〈
緑
色
刷
桝

〉
は
、
年
側
関
分
を
品
加
子
乏
し
ま

ハ
以
下
五
一
良
下
後
へ
続
く
)

よれザ賠附調阿
w
h
滋
診
い
た
し
、
と

の
た
び
保
協
択
制
棋
の
令
後
念
日
仇
付

い
た
す
こ
と
に
な
-P
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
制
艇
の
本
掛
照
合
お
く
み

と
り
綴
い
ま
し
て
、
仙
削
減
制
閉
ま

六
、
七
月
の

ご
み
取
り
予
定
表

月

8

一

機

淡

六
月
二
，
ず
ニ
日
一
入
隊
、
五
夜
、
十
七
区
、

m
同夜

二
十
三
日
~
一
隊
、
一
一
区
、
=
一
区

二
十
総
務
千
五
区
、
七
区
、
六
区

二
十
五
旦
品
川
知
、
十
三
区
、
十
一
一
区

二
十
六
日
一
布
佐
、
抑
制
法
、
小
幕
、
城
山
、
東
我
孫
子

ヱ
十
七
円
日
一
十
間
同
区
、
十
一
の
一
一
弘
及
二
夜
、
十
区
、
九
隊

二
十
八
8
7八
区
、
丘
町
陣
、
十
七
隊
、
間
同
区

こ
十
九
時
間
…
ご
弘
、
一
…
阪
、
吋
一
一
区

十
日
一
十
五
区
、
七
区
、
六
区

一
作
詞
一
冷
一
円
、
十
一
一
一
区
、
十
二
区

二
円
時
一
官
叩
仲
税
、
品
開
北
、
小
潟
、
砧
桃
山
、
薬
品
坑
孫
子

一
一
一
日
一
十
務
区
、
十
一
の
一
夜
双
二
夜
、
十
区
、
九
区

殴
日
…
八
広
一
、
五
区
、
十
七
区
、
四
貯
臨

ん
ハ
旦
二
弘
、
ニ
隊
、
一
一
…
夜

セ
間
関
…
十
五
町
体
、
セ
氏
、
六
区

八
認
、
十
三
即
位
、
十
…
一
区

九
日
夜
、
十
一
の
一
区
及
ぶ
即
位

十
問
、
五
区
、
十
七
区
、
興
一
夜

七
月

六
、
七
月
の
波
み
取
り
予
定
表

月
|
叶
↓
i
叶
i
叫
i
i
l
i
l
i

六
男
二
十
二
B
一四一区
mw
…
務
、
一
一
一
際
、
人
区
の
一
削
齢
、
湖
北

一一十
d

訪
問
一
人
貯
悼
の
}
線
、
九
区
、
十
町
悼
の
二
郎
、
議
後

二
十
四
日
一
十
昨
悼
の
一
銭
、
十
一
の
一
区
鴨
科
目
…
阪
、
十
一
一
阪

二
十
近
現
一
小
幕
、
官
夙
時
刊
孫
子
、
柴
崎
、
波
山

一
一
十
六
円
口
一
一
区
、
占
区
、
支
援
、
向
広
三
伎
一
、
皿
阪
、
個
区
、
昌
区
、
A

附降、叶川区

二
十
七
日
一
目
立

二
十
八
回
μ
箆
立

…
…
小
九
円
日
一
日
制
機

一
一
一
十
豆
栄
町
、
十
聞
い
材
件
、
舟
戸
、
後
一
戸
一
一
七
耐
聞
奴
潔

…む
m月
平

均

M
H

…
一
隠
の
一
却
帯
、
…
…
附
降
、
増
限
式
数

aXH一
一
区
の
一
耐
齢
、
七
区
、
十
五
区

口
一
篠
宮
ハ
.
除
、
十
七
隊
、
五
区

問問
E
一
四
区
、
〕
エ
.
弘
、
八
附
悼
の
一
部

品
ハ
悶
一
糊
開
花
、
八
氏
、
九
度
の
一
郊

七
昌
一
間
関
.
院
の
一
縁
、
一
品
弘
、
八
区
の
…
錦
、
部
附
北

八
B
一
八
区
昭
一
館
、
九
区
、
十
町
悼
の
一
暢
齢
、
布
佐

久
長
十
抑
協
の
ニ
部
、
十
一
の
一
一
民
双
山
一
昨
降
、
十
二
区

十
日
一
小
孫
、
液
晶
棋
孫
子
、
後
筒
、
波
山
側

91 
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撤

者

の

中
小
緩
め
い
山
山
防
除
実
施
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
れ
ツ
町
内
水
出
一
回

日
ト
ホ
リ
ド
ー
ル
乳
測
を
撒
布
し

て
お
奴
々
な
て
て
あ
り
ま
す
か

ら
は
門
限
滅
に
は
絶
対
に
浪
人
ら

な
い
よ
う
ご
絞
殺
闘
い
ま
す
句

ホ
リ
ド
ー
ル
札
制
削
は
、
人
間
は

加川線、
4

対
官
齢
制
桝
に
も
級
以
内
マ
ナ
。

O 
a 

u 二
14 隠

ぶ
川
同

三一川口

占
五
叫

一
二
日

一
二
日
六
日

一
二
日

1i.… 
同日

六六二五六
問問問民日

九
日

…o
n
 

…
一
日
一O
R

六
円
同

日一日

一一

O
R

一
七
日

一
二
日

一七日
M

ニ
三
口

一
一
一
段

一
八
M
M

一
三
時
同

二一日一只

ゐ一手一日

一
人
口
口

一
五
円
口

一一一

O
g
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O ヨ王
a a Iミ

〆、

災沢民

ぷ門
U
M
H

一一

O
R
H

口
付

網

羅

意

A
仲
間
掠
絡
会
長
信
議
説
明
wv

O
議
鐙
経

山間協郎副開品円
H
K
m
U
品
施
行
し
た
譲
受

訴
は
、
制
税
務
系
市
刊
に
お
い
て
五

ヶ
年
間
同
然
必
し
て
お
く
も
ゆ
で

あ
っ
て
、
徐
行
謙
治
安
一
げ
は
は
遼

い
も
の
だ
す
か
ら
、
れ
物
々
し
く

発
行
し
て
は
な
れ
ソ
ま
壮
い
ん
。

議制的
M
U

ぷ
パ
父
市
刷
、
持
〈
掛
川
紙
と
終

日μ
川
引
出
悦
問
料
開
明
け
閉
会
党
叙
す
る
こ

シ知。
出回ホ

9
u
r
i
u
w
問
料
料
開
的
機
組
閣

。
〈
叙
し
た
議
Mm
は
い
え
ち
に
げ
笈

川
口
台
湾
ぶ
絞
れ
監
に
ω阿
帆
殺
し
て
絶

対
に
拍
鳴
の
冷
一
げ
に
泣
い
て
は
な

ち
ま
ぜ
ん
6

0
務
純
路
実
情
摺
癌

ホ
ヲ

F
i
ん
弘
治
世
」
使
用
し
て

ぬ
別
品
開
を
実
的
持
す
る
に
は
、
必
ら

ず
仲
間
冷
笑
い
ぬ
け
宮
内
向
品
川
完
結
の

一
双
山
間
般
に
wr，M
政
〈
刊
は
湯
布
院
議

ぷ
ぱ
念
総
山
間
し
ず
旬
以
内
問
所
日
放
に

械
間
以
し
℃
下
さ
い
。

。
怖
明
後
滅
的
油
購
欄
附

本
ダ
ド
i

ト
レ
弘
治
以
内
引
制
限
、
一
一
…

Mm山
間
以
内
に
災
後
す
る
場
向
げ
に

は
品
部
品
村
に
ホ
ヲ
ド
i
片
山
仏
削
川
を

出
版
併
出
し
て
は
な
れ
ソ
ま
せ
ん
。

山
町
ホ
り
ド
ー
は
印
乳
到
の
払
山
山

ホ
H
，p
i
ル
τ
品
川
川
を
払
出
す
に

は
、
出
問
等
以
zi'甘
坦
も
と
に
、

必
ず
み
徐
当
日
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
数
量
は
、
当
日
佼

楠
世
間
附
す
る
分
以
ト
ん
な
排
他
し
て
は

な
れ
ソ
ま
せ
ん
e

の
公
一
郎

内
問
仏
肌
叫
均
約
制
の
ふ
け
口
約
か
ら
七
日

後
ま
で
綴
州
問
潟
、
収
入
仙
帰
納
氏
側
料

開
問
、
治
削
除
総
合
潟
、
制
悩
附
切
除
持
品
内

務
会
総
校
し
た
例
制
織
な
仙
紙
け
炉
開
持

て
も
撚

W
K仙
川
が
わ
か
る
よ
う

ハ
同
月
十
七
日
綴
ま
で
に
削
除
付
い

の
た
め
関
付
事
れ

な
い

c
k
が
あ
り
ま
し
た
場
合

又
は
波
打
倒
さ
れ
た
綴
納
得
に
あ

や
ま
り
嫌
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
手
数
な
が
ら
支
所
、
又
は
保

健
三
緩
ま
で
御
山
中
出
下
さ
い
。

@
第
一
山
割
分
申
納
綴
絃
六
男

=
一
十
宮
原
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

納
付
場
所
は

我
孫
子
町
役
場

湖
北
'hy.
所

ホ
叩
牧
支
所

我
時
的
子
町
民
以
後
協
同
仰
組
合

ザ

γ
淡
銀
行
我
孫
子
大
師
刺
各
交
浴

時
的
関
銭
円
付
布
川
文
総

で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
こ
の
う

わ
で
制
限
利
な
と
こ
み
で
燃
付
し

て
い
た
だ
設
ま
す
。

納
期
限
ハ
六
月
ぷ
十
n
H
V

が

す
ぎ
ま
す
と
、
役
場
及
び
交
所

以
外
は
お
絞
殺
い
を
い
た
し
ま

ぜ
ん
の
で
ご
注
窓
下
さ
い
。

こ
の
目
付
ん
引
は
税
務
一
府
内
に
つ
き

日
渉
一
一
一
銭
明
設
合
で
緩
掛
概
念
が

徴
収
さ
れ
ま
す
Q

@
品
開
税
制
剖
ιn
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
万
は
、
と
れ
を
掛
開
会
v
h

日
制
問
、
月
比
相
等
の
方
法
に
よ
っ

て
、
ハ
約
め
や
寸
く
ん
山
知
数
で
き
る

仙
刑
制
倒
的
制
合
同
い
初
入
さ
れ
ま
す
こ

と
な
お
す
、
す
め
い
た
し
ま
す
e

O
約
綴
に
さ
い
し
ま
し
て
、

相
脱
出
以
上
つ
絞
め
刊
誌
絡
に
よ
れ
ツ
出
向

州
市
慨
間
以
も
刊
行
い
ま
ず
か
ら
、
品
購

ψ

吋
鳩
町
協
の
散
々
は
ど
れ
滋
下
さ
い

門
同
仇
吋
一
ハ
丹
…
ュ
十
門
誌
へ
火
〉

九
持
、
か
ら
レ
し
ハ
臨
吋
ま
で

拠
出
向
守

!
?
f
 

比
一
厚

に
数
多
く
な
て
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
ぜ
ん
a

@
昌
司
払
簿

叫
閉
入
、
弘
山
出
、
返
品
約
、
在
庫
等

の
後
設
は
、
そ
の
つ
ど
記
入
し

て
私
出
向
数
量
械
慌
に
は
受
駁
っ
た

弘
知
議
員
の
一
切
地
内
叩
を
、
ま
た
返
総

数
数
ハ
後
浴
後
ち
で
お
滋
菌
剤
が

滋
州
制
し
た
数
ゑ
〉
燃
に
は
愛
媛

つ
允
山
初
臨
矧
矧
組
合
後
ま
た
は
保
管

隊
め
縦
続
絞
殺
の
淡
路
会
枕
制
し
て

お
か
・
な
け
れ
ば
な
ち
ま
喰
ん
@

ず
る
。
O
ムホり

F
i
ル
乱
射
問
的
後
滋

制
れ
制
剛
令
部
刑
務
ナ
る
と
き
、
ま
た

叫
抑
制
附
定
機
机
併
協
慨
に
絞
れ
る
主
舎

に
は
必
ず
成
合
っ
て
、
そ
mv軸
拡

競
合
後
認
し
、
施
時
9
の
拙
南
約
は

自
ら
管
越
し
て
、
抽
出
の
者
へ
の

横
流
れ
は
絶
対
に
時
抑
止
し
な
け

れ
ば
な
9
ま
せ
ん
。

@
防
除
作
議
申
中
止

農
作
物
の
状
況
か
ら
晃
て
三
選

間
以
内
に
奴
援
す
る
場
合
、
及

び
同
問
お
き
そ
の
抽
出
の
ζ

と
に
よ

り
、
人
家
、
滋
傘
そ
の
品
開
揖
賞
品
綿

油
臨
絡
へ
耐
強
制
剤
が
然
び
刊
誌
れ
口
説
部
品
科

け
か
綴
じ
た
織
物
A
闘
に
は
、
制
側
約
な

る
常
滑
燃
が
あ
っ
て
も
淡
ち
に
綴

布
を
・
中
止
す
る
よ
う
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。

の
後
期
務
時
的
察
部

使
間
川
被
り
の
噛
強
烈
校
、
N

出
ア
そ

の
お
の
う
ち
に
保
管
隊
ヘ
市
路
線

し
、
別
減
悶
M

に
然
、
絡
し
で
は
な

り
ま
砂
叫
ん
。

の
内
出
か
ん
、
淡
泊
割
以
後
会
議
制
絡

し
係
管
胸
部
へ
w
泌
総
ず
る
か
、
ま

た
危
容
の
熟
知
ゑ
し
な
い
よ
う
に

処
躍
し
な
け
れ
ば
な
今
ま
せ
ん

@
使
足
し
た
後
宮
内
泳
、
そ
の
つ

ど
完
全
一
に
抽
出
揚
し
て
お
く
よ
う

指
導
し
な
け
れ
ば
な
号
ま
せ
ん

@
防
娠
を
は
じ
め
る
読
に
は
、

先
ず
開
削
除
蕊
員
の
後
液
状
慾
寺
、

鈴
べ
、
的
紐
臨
峨
仲
杭
梢
般
の
惑
い
市
明
日
休

拙
肥
料
月
に
命
作
儲
慨
に
従
事
吉
山
吸
な
い

よ
う
に
し
て
く
必
さ
い
。

点
一
肋
間
帥
腕
時
間
作
然
続
的
義
務
V

O
ホ
F
ド
ー
ル
制
期
に
間
附
す
る
除
問

A
W
に
官
制
く
助
削
除
問
相
総
会
氏
、
樹
問
機

約
時
機
持
以
の
蜘
斜
~
郡
山
払
は
仇
間
対
に
州
問

、
わ
な
け
れ
ば
な
h

ソ
ま
ぜ
ん
。

イ
子
供
、
務
総
務
、
絞
れ
て
い

る
も
の
、
ヂ
廷
に
織
の
あ
る
も

の
、
材
拭
緩
ま
た
は
全
国
哩
伐
の
婦

人
、
そ
m
り
品
開
怒
抗
力
の
弱
い
と

怠
わ
れ
る
者
は
作
業
に
従
事
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

冒
必
ず
柑
制
約
ま
た
は
綴
子
及
び

h
w
鑑
別
中
併
な
策
て
、
後
な
ど
で
決

し
て
係
数
し
な
い
で
〈
だ
さ
い

ハ
除
機
常
次
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
必

ヂ
泌
総
会
総
怒
し
て
く
だ
さ
い

こ
・
い
つ
も
燃
よ
か
ら
以
下
に
内
川

っ
て
機
関
お
し
て
く
判
仏
語
い
。

品
市
機
殺
に
は

N
W
T附附
W

燃
寸
凡
グ

〈
官
叩
制
捜
な
ら
八
備
調
約
以
上
、
の
惨

さ
、
ゴ
ム
の
専
か
け
の
あ
る
も

の
、
濃
淡
の
は
っ
き
り
区
別
の

あ
る
も
の
〉
で
口
と
鳥
を
発
会
引

に
防
ぎ
時
間
墜
メ
ガ
ネ
を
か
け
る

こ
と
。
液
剤
使
用
の
場
合
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ま
た
は
ゴ
ム
裂
の
手

袋
を
は
め
、
ピ
町
一

i
ル
ま
た
は

ゴ
ム
祭
の
ズ
ポ

γ
を
作
業
衣
の

上
に
あ
て
る
ζ
k
e

A
吋

AM
部
官
歯
師
桝
は
添
削
に
作
業
瑚
州
場

か
ら
漁
笈
け
、
そ
の
後
に
附
削
除

を
実
絡
す
る
こ
と
。

-P
問
問
じ
入
閣
が
引
続
き
長
時
間

三
日
疑
問
問

1
五
時
間
聞
が
限
度
〉

ぬ
布
係
構
滑
に
従
事
し
な
い
事
。

品y
h
w
淡
な
止
め
て
タ
パ
コ
そ
の

ん
だ
り
'
飲
食
ず
る

k
曹
は
、
必

ず
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
紛
糾
闘
で
4
T

や
綴
な
よ
〈
品
開
い
、
食
緩
や
小
で

う
が
い
殺
し
て
か
ら
焔
慨
に
し
て

で
き
い
q

作
州
開
中
の
く
わ
え
削
機

率
ま
た
飲
食
は
特
に
危
険
で
す

か
ら
仲
間
怒
し
て
く
だ
寄
い
。

事
作
業
中
は
目
を
と
す
っ
た
れ
ツ

郁
朗
や
口
に
さ
わ
ら
な
い
と
主
。

ヌ
作
業
が
す
ん
だ
ら
一
刻
も
字

く
全
身
を
充
分
に
洗
い
流
す
事

ル
作
業
衣
は
毎
日
石
鈴
で
洗
濯

す
る
と
主
。

ヲ
機
内
叩
に
従
事
し
た
日
は
飲
溺

絞
黙
の
こ
と
。

ワ
附
悦
附
川
神
間
の
内
部
パ
V
M
Y
ま
た
は
然

胤
械
は
抑
制
滋
鈴
に
例
制
緩
し
、
陥
純
金

す
て
る
か
、
ま
た
は
石
後
水
で

洗
っ
て
抗
措
下
水
を
汚
染
す
る
お

そ
れ
の
な
い
場
部
砕
を
遂
ぴ
品
地
下

一メ

i
ト
ル
以
上
の
土
の
ゆ
に

緩
め
て
く
だ
さ
い
。

カ
後
期
畑
し
た
時
間
後
削
評
系
は
い
滋
日

街
路
く
洗
っ
て
恥
剥
い
て
く
だ
さ
い

叫
制
機
浴
後
八
時

M
i・
十
関
口
"
の
燃

に
お
い
て
や
援
な
絞
殺
す
る
と

奪
段
、
ル
ザ
駅
周
け
か
家
な
時
流
べ
な
い

よ
う
に
伐
に
マ
凡
グ
の
輪
開
な
絡

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

タ
ム
ヱ
婚
し
た
し
ι
態
わ
れ
る
主
き

は
、
的
経
し
允
部
分
を
手
厚
く

石
仏
紙
で
洗
い
波
し
、
ロ
か
ら
入

っ
た

E
怠
わ
れ
る
と
き
は
、
混

い
山
間
也
氷
ま
た
は
カ

7

V
水
を
飲

ま
せ
て
同
胃
り
や
に
あ
る
も
の
を

泣
き
出
さ
せ
て
安
静
に
し
て
医

師
耐
の
手
迭
を
受
け
る
と
共
に
、

途
か
に
除
問
険
制
組
合
長
ま
た
は
防

像
祭
議
終
に
灘
絡
し
て
下
き
い

92 

進
駐
軍
に
よ
る

人

身

被

容

の

申
出
に
つ
い
て

司
沼
山
陪
川
市
川
沼
悶
丸
山
叩
A
M九
伊
九
沼
冷
彼
処
法
沌
ぽ
沌
彼

滋
駐
軍
ハ
占
領
期
間
判
中
の
間
関
逮

合
鴨
早
〉
に
よ
る
生
命
、
身
体
に

被
粥
同
点
配
受
け

山
開
臨
も
滅
亡
、
臨
問
答
お
よ
び
綴

滋
岡
持
師
陣
命
的
出
品
軌
蹴
也
百
抽
出
げ
て
い

以
い
方
に
つ
い
て
級
制
作
三
十

関
係
削
悶
汚
か
ら
ム
災
機
営
側
間
後
す

る
と
主
に
な
ち
ま
し
た
の
等
、

抽
内
総
の
事
耐
概
念
絞
携
す
る
榔
民
約

を
持
参
し
て
、
設
続
出
w
機
関
関
お

お
山
中
出
凶
下
さ
い
。

東
京
裁
逮
日
制

東
京
都
千
代
田
凶
夜
持
田
山
岩
本
町

三
番
地騨屯部崩
mw

代
表
八
=
三
二

手
掛
構
想
途
慾
掛
瞬
時
間

手
棋
情
斎
藤
町
一
番
鎗

欄地知関
4
2
榔
寝
間
間
一
一

O
一ニ鴎

M
M

米
脳
炎

予
防
機
緩

実
施
日
経

由
一
部
変
更

さ一一一一一一二口器田昌国間

広
報
あ
び
こ
第
問
一
号
ハ
六

万
一
円
日
付
)
六
頁
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
「
日
本
脳
炎
予

防
間
接
種
」
の
実
施
日
程
中
、
都

舎
に
よ
り
つ
ぎ
の
点
安
変
更
い

れ
ん
し
ま
す
。

・・セ
ω
月
三
日
、
品
叫
叩
内
子
中
学
校

明
、
山
湾
総
予
織
の
初
制
問
免
疫
線
二

制
問
吋
制
緩
鍬
偶
及
び
鴻
納
品
加
山
没
後
輔
繍

段
、
終
級
品
相
殺
人
陣
附
が
少
な
い

の
Y
k
oや
め
ま
ナ
。
そ
の
た

め
救
孫
子
・
中
学
校
附
間
近
の
役
組
内

で
初
凶
免
疫
第
二
凶
弱
体
世
議
及

び
追
加
免
疫
接
種
を
希
墜
さ
れ

る
ガ
は
、
七
万
七
討
に
第
一
小

学
校
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
e

な
お
、
六
月
二
十
五
日
に
我

孫
子
中
学
校
で
実
施
予
定
の
相
官

閤
免
淡
第
一
回
目
接
裁
は
、
計

画
通
り
行
い
ま
す
。




